
市民意識調査（アンケート）素案について

１．対象について

市内在住の市民 ５６００人（無作為抽出） 内訳 １５～２５歳 ８００人

２６～３５歳 〃

３６～４５歳 〃

４６～５５歳 〃

５６～６５歳 〃

６６～７５歳 〃

７６歳以上 〃

２．構成について

Ａ４で２０ページ程度 ※回答用紙別

第２次地域福祉計画等の調査項目を踏襲しつつ、新規項目を追加

Ｐ１～７ 地域福祉について

Ｐ８～９ 自殺対策について

Ｐ１０～１１ 権利擁護・成年後見について ※新規

Ｐ１２ 再犯防止について ※新規

Ｐ１３以降 「長久手市アンケート調査実施に関するガイドライン（令和４年４月施行）」 ※新規

資料２



市民の皆様へ

日ごろより本市の福祉の推進について、温かいご理解とご協力をくださいまして、

誠にありがとうございます。

さて、本市では、３本のフラッグ「一人ひとりに役割と居場所のあるまち」「助け

がなかったら生きていけない人は全力で守る」「ふるさと(生命ある空間)の風景を

子どもたちに」を基本理念として、日本一の福祉のまち」を実現していくための第

一歩として、これからの地域福祉のあり方を考える「長久手市地域福祉計画」及び

「長久手市地域福祉活動計画」を令和４～５年度の２か年をかけて策定します。そ

こで、市民の皆様に地域福祉推進についてのご意見をうかがい、今後の福祉推進に

役立てたいと考え、アンケート調査をお願いすることといたしました。

この調査では、市内にお住まいの 15 歳以上の方の中から 5,600 人の方を無作為

に選んでいます。調査は無記名であり、ご記入くださった内容については統計的に

処理し、個々の調査票を公表したり、調査の目的以外に使用したりすることは一切

ありません。

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただきご協力をお願いい

たします。

令和４年〇月

長久手市長 田一平

調査票の記入にあたって

●ご記入の際に

１ 必ず封筒の宛名のご本人がご記入ください。氏名の記入は必要ありません。

２ 回答は、当てはまる番号に○をつけてください。ただし、その他に○をつけ

た場合及び自由記載欄は、その内容を具体的にご記入ください。

３ 質問によっては、お答えいただく数が 1 つの場合とあてはまるものすべてを

選んでいただく場合があります。

●調査票の返送について

調査票は無記名で、同封の返信用封筒にいれて、〇月〇日(〇)までにご返送くだ

さい。なお、ご返送いただくのは、本調査票のみとし、他の書類、物品等は同封

しないようにお願いします。

●調査についてのお問い合わせ

この調査についてご不明な点がありましたら下記へお問い合わせください。

長久手市役所 福祉部 福祉課 福祉協働係 電話 0561-56-0553(直通)

長久手市の地域福祉に関する市民意識調査



問 1 あなたは現在、日常生活において、主にどのようなことに不安を感じていま

すか。【○はあてはまるものすべて】

問 2 あなたは、日ごろ近所の人たちとどのような付き合いをしていますか。

問 3 あなたは今後、近所の人たちとどのような付き合い方を望んでいますか。

問 4 あなたは、自分と地域の人たちとのつながりが強いと感じますか。

１．地域福祉に関する考えをお聞かせください。

１．経済的なこと（生活費の負担が大きい、収入が増えないなど）

２．病気や障がいのこと ３．子育てや介護の負担のこと

４．子どもの教育や将来のこと ５．生きがいに関すること

６．隣近所や職場での人間関係のこと ７．災害時の備えに関すること

８．地域の治安のこと ９．特に悩みや不安はない

10．その他（ ）

１．困っているときには相談し、助け合っている

２．内容によっては相談し、助け合っている

３．相談ごとはしないが、世間話をする程度

４．会えばあいさつをかわす程度

５．近所づきあいはしていない

１．困っているときには相談し、助け合う

２．内容によっては相談し、助け合う

３．相談ごとはしないが、世間話をする程度

４．会えばあいさつをかわす程度

５．近所づきあいは必要ない

１．強いほう ２．どちらかといえば強いほう

３．どちらかいえば弱いほう ４．弱いほう
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問 5 あなたは、悩みごとを主に誰（どこ）に相談していますか。

【○はあてはまるものすべて】

問 6 あなたの近所に住んでおり、何らかの支援を必要としている（１）から（５）

の方に対する支援（日常生活上の手助け・お手伝い）について、あなたの考えに

もっとも近いものはどれですか。【各対象者それぞれ○は 1 つだけ】

１．家族や親族 ２．友人や知人

３．職場、学校の先生など ４．隣近所のひと

５．民生委員・児童委員 ６．自治会の役員・区長

７．市役所 ８．社会福祉協議会

９．各種相談窓口(子育て・高齢・障がいなど)

10．病院（医師・看護師・カウンセラー）

11．インターネットのサイト（ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービ

ス）など）

12．相談できる人はいない

13．相談はしない

14．その他（ ）
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(1)一人暮らしの高齢者 １ ２ ３ ４ ５

(2)介護をしている家族 １ ２ ３ ４ ５

(3)何らかの障がいを有している人、その家族 １ ２ ３ ４ ５

(4)子育て中の家族 １ ２ ３ ４ ５

(5)ひきこもりの人、その家族 １ ２ ３ ４ ５

(6)生活に困窮している人、その家族 １ ２ ３ ４ ５
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問 7 あなたは、隣近所に居住する何らかの支援を必要としている家庭に対して、

どのような手助けができると思いますか。【○はあてはまるものすべて】

問 8 あなたは、地域で行われている活動に参加したいと思いますか。

（現在参加している方は今後の意向としてお答えください。）

問 9 あなたが参加してもよいと思う活動はどんな活動ですか。

【○はあてはまるものすべて】

問 10 あなたが仮に地域で何か活動したいと思った場合、どんなサポートがあった

ら始めやすいと思いますか。【○はあてはまるものすべて】

また、行いたい活動があれば、「その他」にご記入ください。

１．見守りや安否確認の声かけ ２．話し相手や悩みごとの相談

３．掃除等家事の手伝い ４．食事のおすそわけ

５．買い物や通院などの外出の手伝い ６．短時間の子どもの預かり

７．災害時の手助け ８．様々な理由により手助けできない

９．その他（ ）

１．参加したい ２．条件や環境が合えば参加したい

３．どちらかといえば参加したくない ４．参加したくない

５．分からない

１．高齢者へのサポート

２．障がい児・者へのサポート

３．子育て中の保護者に対するサポート

４．子どもの健全育成に関する活動

５．緑化・自然環境に関する活動

６．募金に関する活動（金銭を募金する行為も含む）

７．防災・災害時の援助に関する活動

８．防犯・交通安全に関する活動

９．芸術・文化・スポーツに関する活動

10．その他（ ）

１．一緒に活動する仲間 ２．活動場所 ３．立上げ費用・活動費

４．参加者の紹介 ５．周知活動のサポート ６．講師の紹介や派遣

７．特に必要ない ８．その他（ ）
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問 11 あなたは、地域で安心して暮らしていくために、どのような地域のあり方が

大切だと思いますか。【○はあてはまるものすべて】

問 12 あなたは、地域の人々がお互いに力を合わせて、住みよい地域を実現してい

くうえで課題となることはどのようなことだと思いますか。

【○はあてはまるものすべて】

問 13 あなたは、生活上の問題で手助けが必要なとき、近所の人たちに助けを求め

ることができますか。

１．地域の困りごとを考えることができる場の充実

２．福祉の情報の広報や啓発活動の充実

３．気軽に相談できる場の充実

４．ボランティア団体など市民活動への援助の充実

５．地域で支援していくための研修・勉強会の充実

６．地域の人が気軽に集まることが出来る場の充実

７．学校での福祉教育の充実

８．福祉に関する学習会・イベントの開催

９．見守りを必要とする人への支援

10．その他（ ）

１．近所づきあいが減っていること

２．自治会の加入者が減っていること

３．ひとり親・障がい者・認知症などへの偏見があること

４．子育て世代の居場所が少ないこと

５．退職後に地域での居場所が少ないこと

６．地域に関心のない人が多いこと

７．地域の活動に参加する人が少ないこと

８．地域での交流の機会が少ないこと

９．助け合い、支え合いが必要ないと思っている人が多いこと

10．その他（ ）

１．遠慮なく求めることができる

２．申し訳なく思うが、求めることはできる

３．申し訳なく思い、求めることができない

４．人に頼りたくないので、求めない

５．誰に求めていいか分からない
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問 14 あなたが、生活上の問題で手助けが必要なとき、近所の人にどのような手助

けをしてほしいですか。【○はあてはまるものすべて】

問 15 あなたは、自身の困りごとへの支援や福祉のサービス等の利用のために、あ

なたの個人情報を共有することについて、どう思いますか。

問 15-1 問 15 で「１．支援のためなら共有しても良い」と回答した方にお聞き

します。どの範囲なら良いと思いますか。【○はあてはまるものすべて】

問 16 あなたは、日常生活での移動に不便を感じたことはありますか。

問 16-１ 問 16 で「１．ある」と回答した方にお聞きします。どのような場面で

すか。【○はあてはまるものすべて】

１．見守りや安否確認の声かけ ２．話し相手や悩みごとの相談

３．掃除等家事の手伝い ４．食料のおすそわけ

５．買い物や通院などの外出の手伝い ６．短時間の子どもの預かり

７．災害時の手助け ８．手助けは必要ない

９．その他（ ）

１．支援のためなら共有しても良い

２．支援のためであっても共有してほしくない

１．市役所 ２．消防本部・消防署

３．民生委員・児童委員 ４．地域で支援してくれる人

５．社会福祉協議会 ６．地域包括支援センター

７．障がい者基幹相談支援センター ８．まちづくり協議会

９．自治会・区会

１．ある ２．ない

１．乳児や幼児を連れている ２．妊娠している

３．足腰の痛みやケガにより移動ができない

４．障がいにより自由に移動ができない

５．病気や体調不良 ６．経済的に出られない

７．外出の手段がない ８．車や自転車の運転に不安がある

９．公共交通機関を利用した移動

10．その他（ ）
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問 16-2 問 16 で「１．ある」と回答した方にお聞きします。どのような支援が

必要と感じましたか。【○はあてはまるものすべて】

問 17 あなたは、以下の福祉にかかわる制度や言葉について、どの程度知っていま

すか。【各制度や言葉について○は 1 つだけ】

※1 コミュニティソーシャルワーカー（CSW）

地域の身近な相談員として小学校区ごとに配置され、どこに相談したらいいか分からな

い悩みごとの受付、居場所づくり等のお手伝い、ボランティア同士の交流などを行う。

※2 ヤングケアラー

家族にケアを必要とする人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き受け、家事

や家族の世話、介護などを行っている 18 歳未満の子ども。

※3 セクシャルマイノリティ用語（LGBT ほか）

LGBT をはじめとする性的少数者のこと。

LGBT：レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダーを表すセクシュ

アルマイノリティーを意味する略称。

１．目的地までの送り迎え ２．移動するときの付き添い

３．買い物するときの付き添い ４．公共交通機関への乗降時の介助

５．重いものを買ったときの持ち運び ６．移動販売車の誘致

７．交通機関（バスやタクシー）利用料金の助成

８．その他（ ）

知
っ
て
い
る

名
前
だ
け
知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

(1)民生委員・児童委員 １ ２ ３

(2)避難行動要支援者登録 １ ２ ３

(3)ながくて地域スマイルポイント事業 １ ２ ３

(4)社会福祉協議会 １ ２ ３

(5)生活困窮者自立支援事業 １ ２ ３

(6)コミュニティソーシャルワーカー（CSW）」（※1） １ ２ ３

(7)ヤングケアラー（※2） １ ２ ３

(8)セクシャルマイノリティ用語（LGBT ほか）（※3） １ ２ ３

(9)N-ジョイ（※4） １ ２ ３
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※4 N-ジョイ

令和 3 年 5 月に福祉の家にて新たに開設された相談窓口兼居場所。

つながりづくりの場や、生きづらさや孤立感を感じている方の相談窓口としても運営。

問 18 民生委員・児童委員が行っている主な活動について、知っているものはどれ

ですか。【○はあてはまるものすべて】

問 19 長久手市社会福祉協議会（社協）が行っている次の事業について、知ってい

るものはどれですか。【○はあてはまるものすべて】

問 20 あなたは、災害時に家族と一緒に避難できますか。

問 21 災害時に自ら避難することが困難な方（要介護者、障がい者、難病患者、妊

産婦等）を支援するために、日頃から地域で声をかけあうことが必要だと思いま

すか。【○は 1 つだけ】

１．困りごとについての相談相手 ２．市窓口への連絡・通報

３．支援が必要な人への見守り活動 ４．地域の実態把握

５．制度やサービスについての情報提供 ６．福祉関係機関との調整

７．市への意見の具申（詳しく申し述べること）

１．ボランティアセンター運営事業

２．日常生活自立支援事業（認知症、知的障害者等への福祉サービス利用援助）

３．社会福祉協力校事業 ４．市福祉まつり・市社会福祉大会

５．車いす無償貸出事業 ６．生活福祉資金等の貸付事業

７．くらし・しごと・つながり支援センター運営（生活困窮者自立支援事業）

８．生活支援サポーター養成事業 ９．地区社協運営事業

10．地域交流のつどい・サロン活動の支援事業

１．はい ２．いいえ

１．必要である ２．どちらかといえば必要である

３．どちらかといえば必要ない ４．必要ない
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※ 長久手市では、自殺対策計画を策定し、「誰も自殺に追い込まれることがない長久手市」を目指す

姿とし、自殺対策の事業に取り組んでいます。自殺対策とは、社会における「自殺のリスク要因」を

減らし、「生きることの促進要因」を増やし、社会全体の自殺リスクを低下させることです。

今回、計画の見直しをするにあたりアンケートを通して自殺に対する皆さんの考えなどをお聞きし、

今後の参考とさせていただきます。

問 22 あなたはこれまで自殺対策に関する啓発物を見たことがありますか。

【○はあてはまるものすべて】

問 23 自殺の危険を示すサインや悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、

必要な支援につなげ、見守ることができる人のことを「ゲートキーパー」と言い

ます。あなたは、ゲートキーパーを知っていましたか。

問 24 自殺対策に関する講演会やゲートキーパー養成講習会に参加したことがあ

りますか。

問 25 新型コロナウイルス感染症流行以降、あなたの心情や考えに変化がありましたか。

【あてはまるもの３つまで】

２．自殺対策に関する考えをお聞かせください。

１．ポスター ２．パンフレット ３．広報

４．インターネット ５．ティッシュ等のキャンペーングッズ

６．見たことはない ７．その他（ ）

１．ある ２．ない

１．不安を強く感じるようになった

２．家族以外の人とのつながりが少なくなり、孤独を感じた

３．家族関係の悪化や家族との考え方の違いに悩まされるようになった

４．感染防止対策を過剰に意識するようになり、ストレスを感じた

５．家で過ごす時間が増え、家族との関係にストレスを感じた

６．家で過ごす時間が増え、家族と過ごす時間の大切さを再認識した

７．在宅勤務や時差出勤の機会が増え、自分や家族の働き方について

考えるようになった

８．みんなもつらくて不安なんだと思い、つらい気持ちが少し軽くなった

９．その他（ ）

10．特に変化はなかった

１．知っていた ２．知らなかった
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問 26 コロナ禍における自殺対策として効果的だと思うものは何ですか。
【あてはまるもの３つまで】

問 27 今後の自殺予防対策として効果的だと思うものは何ですか。

【あてはまるもの３つまで】

１．暮らしの不安や心の悩みに対する相談体制の強化

２．経済的困窮などの問題に対する相談体制の強化

３．生活困窮者に対する支援策の強化

４．職場や学校でのいじめ防止対策の強化

５．コロナ差別防止のための啓発活動

６．社会からの孤立化を防ぐための取組

７．アルコールや薬物等の依存症対策の強化

８．その他（ ）

１．相談窓口の周知

２．身近な場所（地域やコミュニティ）での相談しやすい体制整備

３．インターネット（ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）、チ

ャット等）相談の体制整備

４．ゲートキーパーの養成

５．学校における相談体制の充実（スクールカウンセラーの配置など）

６．教職員に対する普及啓発（研修会、マニュアル等）

７．家族等身近な人の見守りに対する支援

８．職場におけるメンタルヘルス対策の推進

９．自殺対策に関わる民間団体の支援

10．自殺予防に関する広報・啓発
11．うつ病についての普及啓発
12．生活困窮者に対する支援
13．その他（ ）
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問 28 高齢、障がい等により、自身の判断能力に自信がなくなったときに、不安に

思うことはどんなことですか。【○はあてはまるものすべて】

問 29 あなたは、日常生活自立支援事業についてどの程度知っていますか。

問 29-1 問 29 で「１．名前や制度の内容も知っている」と回答した方にお聞き

します。あなたは、日常生活自立支援事業を利用したいと思いますか。

問 30 あなたは、成年後見制度についてどの程度知っていますか。

３．権利擁護・成年後見に関する考えをお聞かせください。

１．日常生活における身の回りのこと

２．高齢・障がい福祉の各種サービスの利用手続

３．預貯金、現金の管理

４．施設への入所、病院への入院等の手続

５．不動産の処分、相続の手続

１．名前や制度の内容も知っている

２．名前や制度は聞いたことはあるが、内容は知らない

３．名前も制度も知らない

１．すでに利用している

２．今は必要ないが、将来は必要になったら利用したい

３．利用したいと思わない

４．わからない

１．名前や制度の内容も知っている

２．名前や制度は聞いたことはあるが、内容は知らない

３．名前も制度も知らない
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問 30-1 問 30 で「１．名前や制度の内容も知っている」と回答した方にお聞き

します。あなたは、成年後見制度を利用したいと思いますか。

問 30-2 問 30 で「２．名前や制度は聞いたことはあるが、内容は知らない」と回

答した方にお聞きします。成年後見制度の利用に関する相談窓口として知

っている場所はありますか【○はあてはまるものすべて】

問 31 研修を受けた市民が後見人になれる場合があります。あなたは、市民後見人

について興味がありますか。

１．すでに利用している

２．今は必要ないが、将来は必要になったら利用したい

３．利用したいと思わない

４．わからない

１．市役所

２．尾張東部権利擁護支援センター（あすライツ）

３．社会福祉協議会

４．地域包括支援センター

５．公益社団法人成年後見センター・リーガルサポート

６．社会福祉士会、税理士会などの専門職団体

７．相談窓口を知らない

１．興味があり、研修を受けたい

２．興味はあるが、研修は受けたくない

３．興味がない
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問 32 あなたは、過去に罪を犯した人の立ち直り支援について、どのように思いま

すか。

問 33 あなたは、過去に罪を犯した人の立ち直りに協力したいと思いますか。

問 33-1 問 33 で「１．協力したい」「２．どちらかといえば協力したい」と回答

した方にお聞きします。どのような協力ができると思いますか。【○はあて

はまるものすべて】

４．再犯防止に関する考えをお聞かせください。

１．必要である ２．どちらかといえば必要である

３．どちらかといえば必要ではない ４．必要ではない

５．わからない

１．協力したい ２．どちらかといえば協力したい

３．どちらかといえば協力したくない ４．協力したくない

５．わからない

１．罪を犯した人の相談に乗り、助言やサポートをする

２．協力雇用主（犯罪歴を承知で雇用に協力する事業主）として雇用する

３．更生保護施設にお金や品物などを寄付する

４．再犯防止に関するボランティア活動に参加する

５．再犯防止に関する啓発キャンペーンやイベント等に参加する

６．ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）等を活用して広報・啓

発の情報を発信する

７．その他

８．わからない



13

問 34 あなたの性別は、次のうちどれですか。【○は１つ】

問 35 あなたの年齢は、次のうちどれですか。【○は 1 つ】

問 36 あなたの職業は、次のうちどれですか。【○は 1 つ】

問 37 あなたの家庭全体の年収はどのくらいですか。【○は 1 つ】

問 38 あなたの通勤先・通学先は、次のうちどれですか。【○は 1 つ】

問 39 あなたのお住まいは、次のうちどれですか。【○は 1 つ】

５．あなたご自身についてお聞かせください。

１．男 ２．女

３．その他 ４．回答しない

１．15～17 歳 ２．18～19 歳 ３．20～29 歳

４．30～39 歳 ５．40～49 歳 ６．50～59 歳

７．60～64 歳 ８．65～69 歳 ９．70～74 歳

10．75～79 歳 11．80 歳以上

１．農林業 ２．自営業 ３．会社員

４．公務員 ５．団体職員 ６．ｱﾙﾊﾞｲﾄ・ﾊﾟｰﾄﾀｲﾏｰ

７．学生、生徒 ８．家事専従 ９．無職

10．その他（ ）

１．100 万円未満 ２．100～300 万円未満

３．300～500 万円未満 ４．500～700 万未満

５．700～1000 万円未満 ６．1,000 万円以上

１．名古屋市 ２．尾張旭市

３．瀬戸市 ４．豊田市

５．日進市 ６．1～7 以外の愛知県内

７．愛知県外 ８．自宅以外の市内

９．自宅（家事専従・無職を除く） 10．通勤・通学していない

１．一戸建て持家 ２．一戸建て借家 ３．分譲マンション

４．賃貸マンション・アパート ５．社宅、官舎、寮 ６．県営住宅

７．その他（ ）
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問 40 現在、あなたを含め同居している家族は何名ですか。

問 41 あなたのお宅には、どのような方が同居していますか。次のうちあてはまる

ものをすべて選んでください。【○はあてはまるものすべて】

問 42 あなたの御家族の形態は、次のうちどれですか。【○は 1 つ】

問 43 あなたのお住まいの小学校区はどこですか。【○は 1 つ】

問 44 あなたは、長久手市に居住して何年になりますか。【○は 1 つ】

問 45 あなたは、長久手市に住む以前はどこにお住まいでしたか。【○は 1 つ】

問 46 あなたが長久手市に住んでいる理由は何ですか。【○は 1 つ】

（ ）名

１．小学生未満の乳幼児 ２．小・中学生

３．65 歳上の高齢者 ４．１～３以外の同居人

５．同居人はいない

１．単身(一人暮らし) ２．夫婦のみ ３．親子(２世代)

４．親・子・孫（３世代）５．その他（ ）

１．長久手小学校区 ２．西小学校区 ３．東小学校区

４．北小学校区 ５．南小学校区 ６．市が洞小学校区

７．わからない（お住まいの町名： ）

１．３年未満 ２．３～５年 ３．６～９年

４．10～19 年 ５．20～29 年 ６．30 年以上

１．生まれたときから長久手市 ２．名古屋市

３．名古屋市以外の愛知県内 ４．愛知県外

１．生まれたときから住んでいるため ２．結婚のため

３．家族(親)と一緒に住むため ４．通学、就職、転職、転勤のため

５．交通の便が良いため ６．住環境がよいため

７．緑が多く、自然環境がよいため ８．長久手市のイメージがよいため

９．家賃や住居の購入価格が手頃なため

10．その他（ ）
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問 47 あなたは、自治会に加入していますか。【○は 1 つだけ】

問 48 あなたは、長久手市を住みよいまちだと思いますか。【○は 1 つ】

問 49 あなたは、今後も長久手市に住み続けたいですか。【○は１つ】

問 49-1 問 49 で「１．住み続けたい」と回答した方にお聞きします。そう思う

理由は何ですか。次の中から選んでください。【○は３つまで】

１．加入している ２．加入していない

３．分からない ４．過去に加入していた

６．長久手市の住み心地についてお聞かせください。

１．住みよい ２．まあ住みよい ３．どちらでもない

４．やや住みにくい ５．住みにくい

１．住み続けたい→問 48-1 へ ２．転出したい→問 48-2 へ

３．わからない→問 49 へ

１．緑や田園が多く自然環境がよい

２．交通の便がよい

３．近所付き合いがあり人間関係がよい

４．住み慣れていて愛着がある

５．公共施設が整っている

６．道路などが整備されている

７．教育環境がよい

８．子育ての環境がよい

９．買物が便利

10．親類が近くにいる

11．住宅事情がよい

12．公園や遊び場が整備されている

13．上下水道・ごみ収集など生活基盤が整っている

14．交通事故や犯罪が少なく安全である

15．医療・福祉サービスが充実している

16．まちに将来性や魅力がある

17．通勤や通学に便利

18．その他（ ）
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問 49-2 問 49 で「２．転出したい」と回答した方にお聞きします。そう思う理

由は何ですか。次の中から選んでください。【○は３つまで】

１．緑や田園が多く自然環境がよくない

２．交通の便がよくない

３．近所付き合いが少なく人間関係がよくない

４．まちに愛着が持てない

５．公共施設が整っている

６．道路などが整備されていない

７．教育環境がよくない

８．子育ての環境がよくない

９．買物が不便

10．親類が近くにいない

11．住宅事情がよくない

12．公園や遊び場が整備されていない

13．上下水道・ごみ収集など生活基盤が整っていない

14．交通事故や犯罪が多く安全でない

15．医療・福祉サービスが充実していない

16．まちに将来性や魅力がない

17．通勤や通学に不便

18．その他（ ）
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問 50 長久手市に関する情報について、どのように得ていますか。次の中から当て

はまるものをすべて選んでください。【○はあてはまるものすべて】

問 51 長久手市からの情報提供について、これから情報配信を充実してほしいもの

はどれですか。次の中から当てはまるものをすべて選んでください。

【○はあてはまるものすべて】

問 52 困ったときに頼りになる（悩みを相談したり助けてと言ったりできる）知

人・友人はいますか。【○は 1 つ】

問 53 自宅や職場以外の地域であなたに役割や居場所がありますか。【○は 1 つ】

問 54 安心して子どもを産み、育てることができるまちだと思いますか。【○は 1

つ】

７．長久手市の行政サービスについてお聞かせください。

１．市ホームページ ２．安心メール ３．きずなネット

４．LINE 公式アカウント ５．インターネット（ ）

６．ケーブルテレビ ７．広報紙 ８．ぎかいたいむ

９．新聞 10．回覧板 11．家族や知人からの口コミ

12．その他（ ）

１．市ホームページ ２．安心メール ３．きずなネット

４．LINE 公式アカウント ５．インターネット（ ）

６．ケーブルテレビ ７．広報紙 ８．ぎかいたいむ

９．新聞 10．回覧板 11．家族や知人からの口コミ

12．その他（ ）

８．あなたが長久手市で生活していて感じていることについて

お聞かせください。

１．いる ２．まあいる ３．どちらともいえない

４．あまりいない ５．いない

１．ある ２．まあある ３．どちらともいえない

４．あまりない ５．ない

１．そう思う ２．まあそう思う ３．どちらともいえない

４．あまりそう思わない ５．そう思わない ６．わからない
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問 55 過去 3 年以内に地域を盛り上げたりしていくための活動等にスタッフとし

て参加したことはありますか。【○は 1 つ】

問 56 住んでいる地域に自慢したい地域の「宝」がありますか。【○は 1 つ】

～ご案内～

１ 地域福祉推進のための講演会

長久手市では、福祉先進地の自治体や大学教授、ＮＰＯ等を招いて、地域福祉に

ついて勉強する機会として、地域福祉推進のための講演会を開催しています。

今後の日程等は、市ホームページ及び広報で順次お知らせしていきますので、関

心をお持ちの方はぜひご参加ください。

２ 地区懇談会

皆さまの声をお聞きする機会として、地域の困りごとを地区の皆さまで話し合う

地区懇談会を開催していく予定です。市ホームページ及び回覧版にてお知らせます

のでぜひご参加ください。

～調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。～

１．参加している ２．まあ参加している ３．どちらともいえない

４．あまり参加していない ５．参加していない

１．ある ２．まあある ３．どちらともいえない

４．あまりない ５．ない

９．現在の長久手市の福祉行政に必要だと思うことや、日常生活で見た

り聞いたりする困りごと（小学校区くらいの範囲）についてのご意

見等がありましたら、自由にご記入ください。（自由記載）

10．長久手市の良いところや、まちづくりについてのご意見等が

ありましたら、自由にご記入ください。（自由記載）


